

	


	


	夏の日

	末吉安持










	
		Guide

		
				目次

				扉

				本文

		

	
	
		目　次

		
				夏の日

		

	







真夏まなつの午ひるの片日向かたひなた、

苔すこし泥ひぢばみ青む捨石すていしに、

鳩酢草はとかたばみは呼吸いき細ほそう雫しずくに湿うるひ

実みを持もちぬ、かつ喘息あへぎつゝ。




そのかみ誰たれに小ちひさなる

性さがは得えて、また誰なれ恋こひて、その熟実うみみ、

かつこぼし、かつ夜よを待まちて、

いづ方かたへ精進さうじの魂たまぞ。




鳩酢草はとかたばみはえも知らず、

捨石すていしに。──小雨こさめのあとの風かぜいきれ、

木々きゞみな死しぬと泣なく庭にはに、ひとり静しづかに

おほどかに夢ゆめに入るさま。




蚊帳かやを繞めぐれる名香みやうかうに、

手枕たまくらも頬ほもひた痩やせて病める身の

予よは横臥よこふしぬ。心こそ、鳩酢草はとかたばみの

魂たましひにさながら似たれ。




風かぜまた薫くゆり小雨こさめしぬ。

鳩酢草はとかたばみも、予よも一日ひとひ

天地あめつちに幸福さいはひありき。
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